
 
 
 
 

 

奥州市水沢区真城字堂田の県道田原折居線から

見る水沢栗林の環濠屋敷の景観 



 
いわてデジタルマップで見る👇👇 

https://www.sonicweb-asp.jp/iwate/map?theme=th_71&pos=141.147832,39.0902939&scale=3750 
■ 視点場 

奥州市水沢区真城字堂田の県道田原折居線 

■ 視対象 

水沢栗林の環濠屋敷 

■ 選んだ理由 

中世豪族の屋敷地で、屋敷周囲に濠をめぐらし、その内側に土塁が残っている。屋敷地は約２５００坪（登記

簿では６６５４㎡）。主屋は安政５年（１８５８）から文久元年（１８６１）の３年にわたって建てられたも

の。７８坪。中世から近世にかけてつくられてきたものがほぼそのまま残っている貴重な屋敷と建物である。 
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